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日本語有対自他動詞の語形 的類型性 
終止形活用語尾［-eru］自動詞と［-asu］他動詞を中心に  

 
小池 康 

 

 

 本 は、小池（2018、2019）で 示された、 となる動詞を有する自動詞と他動詞

（ 下「有対自他動詞」と ）を形 的な 性よ つの型に分類した の（表１）

を基に、そのう のタイプ ・ ・ について、 タイプの やタイプ間の 性と・

性について考察する のである。 

 表１は有対自他動詞を 用形活用語尾の形 よ 類型化した のである。たと タイ

プ ［-i／-e］［*1］では「 く／ ける」の 用形が「 ス ak-i-masu／ け ス ak-e-

masu」のように i と e の 分の で自他が対 していることを示している。 に、タイ

プ ［-e／-i］では「 れる／ る」の 用形が「 れ ス war-i-masu／ ス war-e-

masu」のように e と i の 分の が な 、その点での 自他が対 していることを表  

している。 

  

例 自動詞 他動詞 例

① 合わさる、刺さる、掴まる、繋がる、はさまる -i 合わす、刺す、掴む、繋ぐ、はさむ

②
上がる、当たる、合わさる、重なる、変わる、
決まる、混ざる、見つかる、横たわる -e

上げる、当てる、合わせる、重ねる、変える、
決める、混ぜる、見つける、横たえる

③
開く、浮かぶ、片付く、苦しむ、進む、育つ、
揃う、立つ、並ぶ -i -e

開ける、浮かべる、片付ける、苦しめる、
進める、育てる、揃える、立てる、並べる

④
売れる、欠ける、切れる、砕ける、知れる、
取れる、ほどける、焼ける、破れる、割れる -e -i

売る、欠く、切る、砕く、知る、取る、ほどく、
焼く、破る、割る

⑤
荒れる、焦げる、冷める、出る、溶ける
／冷える、増える、燃える -e -asi

荒らす、焦がす、冷ます、出す、溶かす
／冷やす、増やす、燃やす

⑥
現われる、隠れる、こぼれる、壊れる、
流れる、離れる、乱れる、蒸れる、よごれる -re

現わす、隠す、こぼす、壊す、流す、離す、
乱す、蒸す、よごす

⑦
起こる、転がる、散らかる、通る、なおる、
濁る、残る、ひたる、回る、戻る、渡る -ri

起こす、転がす、散らかす、通す、なおす、
濁す、残す、ひたす、回す、戻す、渡す

⑧
乾く、飛ぶ、鳴る、減る／生きる、閉じる、
伸びる -asi

乾かす、飛ばす、鳴らす、減らす
／生かす、閉ざす、伸ばす

⑨ 起きる、落ちる、降りる、滅びる -osi 起こす、落とす、降ろす、滅ぼす

-ari

-si

-i
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 は小池（2018）において、タイプ と の 、そして と②との 性およ

と との 性について考察した。また、小池（2019）ではタイプ間で の形 を有す

るタイプ を対 に、動詞の古形の影 の有 およ 接辞 er と ar の よ 考察を

た。 

 本 で対 とするタイプ ・ ・ の形 的な は 下のようになる。 

 

  タイプ ：自動詞 用形［-e］（終止形［-eru］）／他動詞［-i］（終止形［-u］） 

  タイプ ：自動詞 用形［-e］（終止形［-eru］）／他動詞［-asi］（終止形［-asu］） 

  タイプ ：自動詞 用形［-i］（終止形［-u］） ／他動詞［-asi］（終止形［-asu］） 

 

 タイプ と は自動詞形が［-e］（終止形［-eru］）になる点で してお 、またタイプ

と は他動詞形が［-asi］（終止形［-asu］）になる点で している（表 ）。 

 

 このようにして見ると、タイプ ・ ・ 間には かしらの 性があるように見 け

られる。そこで、ま タイプ と の関 性と 性を考察し、 いでタイプ と の関

性と 性について考察する。そして、 にタイプ の 性について述 る。 

 

 

 

 

 タイプ と は自動詞形が に［-e］（終止形［-eru］）になる点で している。 の

他動詞は、タイプ では［-i］（終止形［-u］）とな 、タイプ では［-asi］（終止形［-

asu］）となる。 タイプの 的な語例は下 の （終止形表示［*2］）。 

 

タイプ ［-e／-i］（終止形［-eru／-u］）の動詞  

れる／ る、 れる／ る、 れる／ る、 ける／ く、 れる／ る、 

くじける／くじく、 ける／ く、 れる／ る、 ける／ く、知れる／知る、 

  

例 自動詞 他動詞 例

④
売れる、欠ける、切れる、砕ける、知れる、
取れる、ほどける、焼ける、破れる、割れる -i

売る、欠く、切る、砕く、知る、取る、ほどく、
焼く、破る、割る

⑤
荒れる、焦げる、冷める、出る、溶ける
／冷える、増える、燃える

荒らす、焦がす、冷ます、出す、溶かす
／冷やす、増やす、燃やす

⑧
乾く、飛ぶ、鳴る、減る／生きる、閉じる、
伸びる -i

乾かす、飛ばす、鳴らす、減らす
／生かす、閉ざす、伸ばす

-e

-asi



－ 55 －

語文化研究 日本語・日本文化

れる／ る、そ る／そ 、 ける／ く、つれる（ ・ ）／つる、とける

（ ・解）／とく、 れる／ る、 ける／ く、 る／ 、 じれる／ じ 

る、 る／ 、ひらける／ひらく、 れる／ る、 ける／ く、むける 

／むく、まくれる／まくる、 くれる／ くる、 る／ 、 ける／ く、 

れる／ る、よじれる／よじる、 れる／ る 

 

タイプ ［-e／-(y)asi］（終止形［-eru／-(y)asu］）の動詞 ［*3］ 

明ける／明かす、 れる／ らす、 る／ やす、 ける／ かす、 る／ 

やす、 る／ がす、さ る（ ・ ）／さます、 れる／ らす、 る／ 

やす、 れる／ らす、出る／出す、とける（ ・解）／とかす、生 る／生や

す、 る／ がす、化ける／化かす、はれる（ ・ ）／はらす、 れる／ ら

す、 る／ やす、増 る／増やす、 ける／ かす、蒸れる／蒸らす、 る／

やす、 れる／ らす 

 

 タイプ と は、有対自他動詞において語形が い が「基本形」［*4］になるという考

から見ると、タイプ は他動詞（終止形での ）、タイプ は自動詞（ 用形での

）が基本形になる（小池 2018）。 

 意味の点では、タイプ の他動詞は＜ 的影 による表 的な変形性（「 性」

む）＞を表 す動詞［*5］と言 る。 のタイプ の自動詞は＜自 的自 的な変

化＞を表 す動詞と言 、そこに＜ の意 にかか らない変化＞と＜ 表 的

な変化＞の しくはい れか の下 性を でいる のと考 る。たと 、

「 る、さ る（ ・ ）、 れる、 れる」な は、い れ の意 とは関係の

ない変化を表 してお 、かつその変化は表 的（ や な の に基 く が

）であると言 る［*6］。 、「化ける」は、「 が ら化けて出てやる」のよう

に、 の意 的な変化と認 られる ある点で の を でいる例と言 る。 

 

 

 形 的な からタイプ と を見ると、自動詞を 形として のタイプに出現してい

る動詞（ の ス で で示した動詞）がある。本 ではこれらの動詞 を小池

（2019）に って「タイプ 関 」と 。ま はこのタイプ 関 よ 、

それ れのタイプの を明らかにする か を って ることにする。 

 

タイプ 関  

  タイプ ： ける／ く、 とける／とく、 る／  

  タイプ ： ける／ かす、とける／とかす、 る／ がす 
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 これらの は つの自動詞に対して二つの他動詞を持つという点で形 的な対 関係

が認 られると言 るが、その で意味的に見ると、両タイプの他動詞間に類 関係が

認 られる あれ 、それが認 られない ある。 

 の例としては「（ る／） ・ がす」が られる。タイプ 他動詞「

」とタイプ 他動詞「 がす」の間で、意味の いはあま じられないのではない

ろうか。 

 

  1) a のシ が る（タイプ 自動詞） 

   b （太郎が） のシ を  （タイプ 他動詞） 

   c （太郎が） のシ を がす（タイプ 他動詞） 

 

 1a は自 に（ 意 的に）シ が れるさまを している点で、自動詞の 的な

意味である＜自 的自 的な変化＞を表 していると言 る。 の他動詞を用いた

1b と 1c は、 の意 的な かけによってシ を る を表 している点で

（類 ）になっていると言 る［*7］。 

 に「とける／とく・とかす」は、 てる によ その用法が なる。 「 」で

は、タイプ と の他動詞間で意味の いはあま じられない（下例 2 の b と c）。 

 

  2) a が に ける（タイプ 自動詞） 

   b （太郎が） を に く （タイプ 他動詞） 

   c （太郎が） を に かす（タイプ 他動詞） 

 

 い れ 例 1 と じく、2a は自 な（ 意 的な）変化を、2b, c は らかの意 的な

かけに する変化を表 していると言 る。 

 、「解」に する下例 3 の 、3c は 自 になる（使役の意味として用いる

は 使役 を明示する があるので、3c の成分 けでは 文になる）。 

 

  3) a 太郎は 学の 問がすらすら解ける（タイプ 自動詞） 

   b 太郎が 学の 問をすらすら解く （タイプ 他動詞） 

   c *太郎が 学の 問をすらすら解かす（タイプ 他動詞） 

 

 上は、タイプ と の他動詞間で意味の類似性が認 られる例であったが、これらに

対して、「 ける／ く・ かす」は、二 の他動詞間（下例 4 の b と c）で意味的な類

関係が認 られない か か、4c のタイプ 他動詞「 かす」の文は 文になる。 

 

  4) a  タ の が ける（タイプ 自動詞） 



－ 57 －

語文化研究 日本語・日本文化

   b  タ の を いて、 しい にする（タイプ 他動詞）［*8］ 

   c * タ の を かして、 しい にする（タイプ 他動詞） 

 

 「 かす」は、現 の用法では「 を かさない・ かすことがで ない」な のよう

に の形 を って用いられるという ［*9］があるた 、 的にはタイプ 他動詞

「 かす」を有対自他動詞の の中に けることには を したい。よって、本

では「 かす」を考察対 から し、タイプ に「 ける／ く」の の が する

のとして う。 

 上の考察よ 、本 で対 とするタイプ 関 は「とける／とく・とかす

（ ）」と「 る／ ・ がす」の二つとする。 

 さて、それ れの に まれる三つの語形の中で基本形と考 られるのはタイプ の

他動詞である。さらに、『日本国語大辞典』（ 選版。 下「日国」と表示する）によれ

、 語の古形はそれ れ「とく、 」であ 自他両用であった。つま 、タイプ

関 の語 は、タイプ 他動詞と 形の古形が基本形として し、それがタイプ

自動詞とタイプ 他動詞 と派生していったと考 られるのである（表 ）［*10]。そ

して、この派生の れは １のように 化で るであろう。（ １の は、現

では 化されていることを表 す）。 
 
 

 

 

 上よ 、タイプ 関 よ 派生の れは られたが、では、そ そ 似た

を持つは の他動詞が、タイプ 他動詞［-u］とタイプ 他動詞［-asu］の二つの語形

として しているのはな なの ろうか。タイプ 他動詞［-u］の かに（に て）

な タイプ 他動詞［-asu］がで たのであろうか。そこには のような意味の いが認

られるのであろうか。 

 

-u -asu  

 井上編（1983：24）では、「とく・とかす」について 下の 5 と 6 の例文を示し、5 の

「 」のように自 に ける のの は as を した がよく、 に 6 の「 」のよう

に自 には けない のの は as は されないと している（表記は井上 1983 の  

  

とける

とく、 ぐ

げる
とかす、 がす

④

⑤

他動詞 

（ 古形） 

自動詞 

基本形［-u］ 四段・下二  

［-u］ 段 （ ） ［-eru］ 下  
（ ） ［-asu］ 段 （ ） 
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文 ）。 

 

  5) は を * いて・ かして に れた。 

  6) は を  といて・*とかして すまし に れた。 

 

 たしかに、「金 を に 」のように、対 が によ 自 に けるような

には「とかす」の が と れるし、 に「 を に 」のように、 に れ

たままでは自 に けない対 の には「とく」の が と れる。その点

で、この井上の「とく・とかす」に関する 明は で る。 

 では、「 ・ がす」では うであろうか。 

 

  7) 子 が に つけたシ を が い がした 。 

  8) 古い を いで がして しい を った。 

  9) を い ら がしたら 、ま が いていた。 

 

 い れの例 「 」で 「 がす」で される表現ではあると れるが、シ

や 、 や スタ な 的に された のは、 られた で い 間

していくというよ は、いつかは自 に がれ る の という があると考 ら

れる点で、「 がす」の が使 れるのではないかと れる。 

 上の考察を ま ると、タイプ 関 の他動詞の にある意味の いとして

は、タイプ 他動詞［u］は＜自 的には変化しない対 に対して、意 的に かけて

変化さ る＞意味を有していると言 そうである。この例としては、上述の「 をとく」

の他に 「 学の問題を解く」 すると考 られる。なお、「 シ 、 、

）を 」と 言 るが、これは対 を自 的には変化しない の、つま らかの

かけがない がれない のと見なしているということになる。 、タイプ 他動

詞に見られる as は、「 を かす、シ を がす」な のように、＜自 的に変化する

性 を持つ対 に意 的に かけて変化を さ る＞意味を持つ接辞と言 る。 

 この as に関する 明は、影山（1996：195-196）の as に関する 明と している。

影山は e と as［*11］の二つの接辞を、自動詞を他動詞に変 さ る「使役化接辞」と し

ている。 下に、影山（1996）で られている例を本研究でのタイプとの対 関係を

て示しておく。 

 

  e ： つ てる、 む る、 る、 う る 

     （ タイプ 他動詞［-eru］）［*12］ 

  as： る らす、 す、 る らす、 く かす、動く 動かす 

     （ タイプ 他動詞［-asu］） 
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    れる らす、蒸れる 蒸らす（ タイプ 他動詞［-asu］） 

    れる らす（ タイプ ： 対自動詞の使役形）［*13］） 

 

 そして、e 他動詞は 語を「意 的な動作 ［*14］」に する が見られる（例 10）

のに対し、as 他動詞は 語を動作 に 出 や を表 す 詞な で で

ある（例 11）点で 的であるとする（下 の例はす て影山 1996：196 よ ）。 

 

  10) a  大 さ が／* の持 が を てた。 

    b  子 が／* の 動が を た。 

    c  が／*? が を た。 

  11) a  は／ が を らした。 

    b  子 が／ が ン を らした。 

    c  が／ が を らした。   

 

 そして、as について下記のように述 ている（p.198、 は ）。 

 

 変化対 の本 的な性 によって 変化が こるような には、使役 はその

対 の変化を補助ないし する を持つ。対 は と とそれ自 で変化する

性があるの から、使役 は で 出 で よい。これが-as-,-os-による使役

他動詞である。他 、変化対 がそれ自 では変化しない のの は、変化を 接

的に たらす（ ン する）ような使役 が となる。 

 

 上の影山（1996）の考察を 考に、本 ではタイプ 他動詞［-asu］の基本的な意味

を＜対 の変形・変 ・ の変化を ・補助するように かける＞と する（語

例としては、 らす、 がす、さます、 らす、 らす、 かす、 やす、増やす、 や

すな ）。 

 例 「社 が を増やす」は 社 が 下に 接 かけて、 を現 よ 多

い になるように する であ 、「 を がす」は が という間接的な

を使って、 が る になるよう する であると言 る。た 、「 イ

の を かす」では、（この は「 け」という の）変化の「 」を

表 しているというよ は、 イ の を かした という「 」を表 して

いるように解釈される点で、＜ （変化）を する＞という意味 まれる があ

ると考 られる［*15］。た し、この解釈の 性については なる考察が と れ

るので、ここでは にと ておく。 

 タイプ 関 に す「とかす、 がす」については、上述の井上編（1976）を

ま 、この基本 の「対 」にかか る 分に＜自 的に変化する（と が する）



－ 60 －

『日本語・日本文化研究』第 30 号（2020）

性 を持つ対 に対して＞という を う のとする。た し、この はあくまで

タイプ 関 に された のであ 、タイプ 他動詞に することは しいと

れる。たと 「書 の を らす」や「 を らす」な は、書 や は自

的に れた れた はしない。その点で、この はあくまで タイプ 関

に される のと考 られる。 

 のタイプ 他動詞［-u］は、小池（2019）で述 た＜ 的影 による表 的な変形

性（「 性」を む）＞を基に、ま ＜対 に かけて、その変形・変 ・ の

変化・ を する＞と する［*16」（語例としては、 る、 る、 る、 く、

る、 、 く、 く、 る、 るな ）。たと 、「 を る」や「 を

る」な は、 の が変化した や が変形・ された になった（

した）ことを表 していると言 る。 

 なお、タイプ 他動詞［-u］とタイプ 他動詞［-asu］の 語を見て ると、タイプ 

には「 る、 く、 る、 る」な のように「変形」と言うよ 「 」と言った

が と れる語が まれていることから、タイプ の に「 」を た。 

 そして、タイプ 関 に する「とく、 」においては、井上編（1976）を

ま て、この に＜自 的に変化しない（と が する）性 を持つ対 に対し

て＞という が されると考 る。が、この はタイプ 他動詞［-u］に で

ると れる点で、上記のタイプ 他動詞［-asu］の と なる。たと 「 を

る」や「 プを る」な は、 や プは自 的に れた れた という変化はし

ない。この点で、この はタイプ 他動詞に する のと考 られる。 

 上の考察をまと ると、タイプ 他動詞［-u］とタイプ 他動詞［-asu］の基本 は

下のようになる。 

 

 タイプ 他動詞［-u］の基本  

   自 的に変化しない（と が する）対 に、その変形・変 ・ の変化・ 

  を するよう かける。 

 

 タイプ 他動詞［-asu］の基本  

   対 の変形・変 ・ の変化を さ るた に ・補助するよう かけ 

  る。 

   （た し、タイプ 関 に す動詞は、「対 」に関して＜自 的に変化す 

    る（と が する）性 を持つ対 に対して＞という を う。） 

 

 上、タイプ 関 において、 じ他動詞であるのに［-u］と［-asu］の二つの

語形を持つ について考察をした。その 論としては、＜対 の かけ＞という他

動詞 の意味の かに、タイプ 他動詞［-asu］には＜変化の ・補助＞という



－ 61 －

語文化研究 日本語・日本文化

を、 のタイプ 他動詞［-u］には＜変化の ＞という を明示するた であると

言 そうである。 

 

-eru  

 タイプ と の自動詞はい れ ［-eru］である。 

 

  タイプ 自動詞： れる、 ける、 れる、 ける、 ける、 れる、 れる... 

  タイプ 自動詞： る、 る、 れる、出る、 ける、増 る、 る... 

 

 タイプ 自動詞は、2.1.1 にて＜自 的自 的な変化＞を基本 とし、その下 性

として＜ の意 にかか らない変化＞と＜ 表 的な変化＞の しくは

を有すると した。 

 これをタイプ 自動詞の意味と て ると、タイプ 自動詞において ＜自 的自

的な変化＞およ ＜ の意 にかか らない変化＞と＜ 表 的な変化＞の

意味が認 られると れる。 

 た 、タイプ 自動詞の が対 を＜ ＞する性 が い語が多いようである。この

＜ 性＞は、2.1.3 で述 たタイプ の基本形である他動詞の基本 ＜自 的に変化しな

い（と が する）対 に、その変形・変 ・ の変化・ を するよう

かける＞を け いでいる のと考 られる。  

 

 

 タイプ と は他動詞 用形が に［-asi］（終止形［-asu］）になる点で している。

の自動詞は、タイプ は［-e］（終止形［-eru］）、タイプ は［-i］（終止形［-u］）とな

る。基本形はタイプ 自動詞である。 

 下に、 出のタイプ の動詞とその古形およ タイプ に する動詞を示す。 

 なお、タイプ は 用形活用語尾［-i／-asi］の 点から分類した のであるが、終止形

活用語尾から見ると、二つの なる活用語尾のタイプが まれている。 

 

  ［-u／-asu］タイプ：動く／動かす、 く／ かす、 ／ す、な  

  ［-iru／-asu］タイプ： じる／ す、 る／ す、い る／いかす、な  

 

 の［-iru／-asu］タイプについては、タイプ ［-iru／-osu］との関 において別 考

察したいと考 ているた 、 下本 では［-iru／-asu］タイプを考察の対 とする。 

 上を ま ると、タイプ と の は 下のようになる。 

 

タイプ ［-e／-(y)asi］（終止形［-eru／-(y)asu］）の動詞  
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明ける／明かす、 れる／ らす、 る／ やす、 る／ やす、 る／ が

す、さ る（ ・ ）／さます、 れる／ らす、 る／ やす、 れる／ ら

す、出る／出す、とける（ ・解）／とかす、生 る／生やす、 る／ がす、化

ける／化かす、はれる（ ・ ）／はらす、 れる／ らす、 る／ やす、増

る／増やす、 ける／ かす、蒸れる／蒸らす、 る／ やす、 れる／ らす 

 

タイプ ［-i／-asi］（終止形［-u／-asu］）の動詞  

  動く／動かす、 く／ かす、 る／ らす、 ／ す、 る／ らす、 る／ 

  らす、 る／ らす 

 

-asi asu  

 上 のタイプ と の動詞 は、小池（2018）で 示されていた のから大 に

する の修 が られている。それは小池（2018, 2019） に タイプの動詞に

ついて再 を た を ま たからである。 

 そこで、タイプ と の関 性と 別性の考察に る に、タイプ と の他動詞と

対自動詞（ 対 動詞およ 動詞の が する）の使役形に関する本 での分

類基 について述 てお たいと う。 

 タイプ の他動詞形は［-asu］（本 では 上終止形で表示する）であるが、い る

対 動詞の使役形「 る らす、 る らす、 る らす」やい る 動

詞の使役形「 く かす、 る らす、 がす」において ［-asu］が用いら

れている。しかし、タイプ と の他動詞［-asu］と 対 動詞・ 動詞の使役形 

［-asu］との間には、 下のような いがある。 

 それは＜使役＞、すな 対 が有 ・ にかか ら 、対 に かけるこ

とでその変化を こす（CAUSE）”（影山 1996、早津 2016）という意味の有 であ

る。 対 動詞・ 動詞の使役形は のことながらこの意味を持っている。また、

［-asu］の 分を［-aseru］［*17］にして ＜使役＞の意味は 持されてお 、意味的な

性が認 られる［*18］。 

 

 対 動詞（ 意 自動詞）の使役形［-asu］ 

 自 現 に関する動詞  

   る／ らす ら る  る／ らす ら る  る／ らす ら る 

   く／ かす か る  る／ らす ら る  う／ す る 

 意に関する動詞  

   ／ す る  く／ かす か る  う／ す る 

   く／ かす か る  む／ ます ま る  る／ らす ら る 
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 動詞（意 自動詞）の使役形［-asu］ 

  く／ かす か る  る／ らす ら る  ／ がす が る 

  る／ らす ら る  う／ す る 

 

 、タイプ の他動詞［-asu］には＜使役＞は認 られる のの、［-aseru］にすると

＜ ＞の意味とな 、［-asu］と［-aseru］との間に意味的な 性はなくなる。 

 

 タイプ 他動詞［-asu］ 

  る／ がす が る る／ ます ま る 出る／出す 出 る     

  る／ やす や る 増 る／増やす 増や る る／ やす や る 

 

 また、タイプ の他動詞［-asu］に ＜使役＞が認 られるが、［-aseru］にすると＜

＞と＜使役＞の の意味が生じてしまい、 対 動詞・ 動詞の のような 

［-asu］と［-aseru］とが＜使役＞の で しているとは言 なくなっている（ 上 

で示す）。 

 

 タイプ 他動詞［-asu］ 

  く／ かす か る  ／ す る  る／ らす ら る 

  る／ らす ら る  る／ らす ら る 

 
 なお、 対自動詞で＜ ＞の意味を表 そうとした 、 対 動詞では「 ら ら

れる、 か られる、 られる」といった［ （ ）］形にしなけれ

なら 、 動詞は「 ける、 れる、 れる、 れる」といった 形にする

がある［*19］。 
 上を ま 本 では、自動詞（ 対 動詞・ 動詞）の使役形をそれ れの動詞

に対する他動詞形とは見なさ 、よってそれらの動詞 有対自他動詞とは見なさない

（つま 、 対自動詞と見なす）という を る。 で、有対自他動詞のタイプ お

よ として認 るのは、他動詞の［-aseru］形に＜ ＞の意味を持つ のとする。 

 上の考察から、小池（2018）ではタイプ としていた「 れる／ らす、 れる／

らす、 れる／ らす」な の 、およ タイプ としていた「 ／ がす、 く／

かす、 る／ らす」な の は、本 では 対自動詞とし、考察の対 から す。 

 なお、タイプ に分類した他動詞の［ ］の中には、＜使役＞と＜ ＞の両 が

っていると考 られる の ある。たと 、「 らす」に対する「 ら る」や

「蒸らす」に対する「蒸ら る」な である。た 、これらの［ ］形（ ら

られる、 蒸ら られる）は 用になるので、本 ではタイプ のままとする。 
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 タイプ と には他動詞形は が、自動詞形が なる が認 られる。これを

「タイプ 関 」と ことにする。タイプ と のそれ れの を考察する

に、ま この 関 の から考察を る。 

 

 タイプ 関  

   タイプ ： れる／ らす 

   タイプ ： る／ らす 

 

 

 

 タイプ 関 の基本形はタイプ 自動詞（ る）になると考 られ、その派生の

れはタイプ 自動詞からタイプ 自動詞（ れる）とタイプ 他動詞（ らす） と

派生していったと する（表 ）。では、タイプ 自動詞［-u］とタイプ 自動詞

［-eru］とは のような いがあるの ろうか。「 る・ れる」に して考察する。 

 「 る」は、古形（「 る」と表示する）よ 自動詞の で用いられ、四段活用と下二

段活用があった。四段活用の が古く、下二段活用の例は から見られるようにな

、また ・ 代には、四段「 る」は な が れる に、下二段「 る」は

的 的な に用いられた［*20］。また、日国では、「 らす」の用例に 中 成

の『 語』からの例が られている。 

 上のことから、古形「 る」（自動詞）から、ま 中 に他動詞「 らす」が生

じ、 になって が れる 意味と 的・ 的な の意味の いを

それ れ四段活用「 る」と下二段活用「 れる」に分化さ たと考 られる。つま 、

「 る」を に「 る・ れる／ らす」が派生していったと考 られるのである。 

 この派生過程は のように示 る（かっこ の はタイプを示す）。 

 

  

れる

る

⑤

⑧

らす

（ 古形） 

  

他動詞 自動詞 

る［mor-u］ 段 （ ） 

れる［mor-eru］ 下 （ ） 

らす［mor-asu］ 段 （ ） 

る［mor-u］ 四段・下二  
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 た 、現代語では「 る」は「 が る」「 井から が る」な のように が

れ出す に用いられることがあるが、 の意味で「 が れる」「 井から が れ

る」 自 な表現として使 れている。この両語を ると、「 る」は終止形の の

に用いられる 化された表現のようになっていると れ、 に終止形 では下

の例 12 のように「 れる」の が使 れやすいのではないかと れる［*21］。その

で、例 13 のような 的・ 的な の には「 れる」の が使 れる点

は、 から意味・用法に変化はないと言 そうである。 

 

  12) a 「 から が らない＜ れない ように補修 プを いてお まし 

     たので、また が ったら＜ れたら をして下さい。」 

    b 「 から か っている＜ れている よ。」 

    c  井から が って＜ れて 、 が しになった。 

    d 「 、おしっこが っ う＜ れ う よ。」 

  13)  が * る／ れる 。 

 

 このように考 ると、現 では「 る」 「 れる」 として認 られる あ

るが、「 れる」の が「 る」を するようになって ていると言 る。この点で、

タイプ 関 として 出された「 る・ れる／ らす」ではあるが、 は

「 れる／ らす」として、タイプ の に す となっていく 性が考 られる。 

 
 

 タイプ とタイプ は、他動詞形は して［-asu］を有しているが、自動詞形は 

［-u］と［-eru］の二つに分かれている点で なっている。そこで、ま タイプ と の自

動詞の いについて考察し、 いで他動詞の いについて見ていくことにする。 

 

eru u  

 タイプ と の自動詞間には、 のような いが見られるのであろうか。 

 

  タイプ 自動詞［-eru］：明ける、 る、さ る（ ・ ）、出る、増 る、 る... 

             関 とける、 る 関 れる 

  タイプ 自動詞［-u］ ：動く、 く、 る、 、 る、 る 関 る 

 

 タイプ 自動詞［-eru］［*22］は、2.1.1 で述 たように、大 では＜自 的自 的な変

化＞という意味があ 、その下 に＜ の意 にかか らない変化＞と＜ 表 的

な変化＞という 性の両 しくは を持つと考 られる［*23］。 

 タイプ 自動詞［-u］ 、このタイプ 自動詞と の意味がある のと見られる。す 
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な 、上 のい れの動詞に ＜ の意 にかか らない変化＞と＜ 表 的

な変化＞の しくは が認 られそうである。 

 

  14) a が く。 を れると が動く。 が る。 が る。 

    b が る。 

 

 14a は と の を持つ例であ 、14b は“ が る こと（ 子）が の表 的な変

化とは見な ない点で、 の を持つ例と言 る。 

 上よ 、タイプ 自動詞［-eru］とタイプ 自動詞［-u］は と ＜自 的自

的な変化＞、およ その下 性として＜ の意 にかか らない変化＞と＜

表 的な変化＞が で 、そしてこの両タイプに する自動詞は と の両 しくは

を有する、ということになる。 

 

 

 タイプ 自動詞に す動詞の中には、タイプ 自動詞と 形の接辞である er を で

る動詞とで ない動詞がある。 

 

  er を で る動詞 ：動く ugok-u  動ける ugok-er-u、 る 

  er を で ない動詞： く kawak-u * ける kawak-er-u、 る * れる、 

             る * れる、（日が） る *（日が） れる 

 

 タイプ 自動詞に er が で る動詞は、er 形の意味が＜ ＞になる点で、「

る、 る、 れる」な のタイプ 自動詞［-eru］の＜ ＞の意味とは なって

いる［*24］。その で、タイプ 他動詞［-asu］の er 形（as-er-u 形） 意味が＜

＞になる点で、タイプ 自動詞と している。 

 

   タイプ    自動詞［-u］            他動詞［-asu］ 

        「動く」ugok-u          「動かす」ugok-as-u 

        「 」tob-u           「 す」tob-as-u  

                              

        「動ける」ugok-er-u         「動か る」ugok-as-er-u 

        「 る」tob-er-u         「 る」tob-as-er-u 

 

 た し、この「動ける・動か る」と「 る・ る」は、 じ＜ ＞と言って

、その性 には いが する［*25］。 

 

＜ ＞  
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  15) a が治 、やっと が動ける・を（が）動か る ようになった。 

    b プスが れ、やっと *が動ける・を（が）動か る ようになった。 

    c 太郎はク ン *が動ける・を動か る 。 

  16) a ス ン、 ン、ス イ ンの中では、ス ン（ け） 

      が る・* る 。 

    b 太郎は上 に ン *が る・を（が） る 。 

 

 「動ける、 る」は＜動作 が自 の の にかか ることを ン する

を有す＞という意味（15a, 16a）なのに対し、「動か る、 る」は＜動作 が他

（15c, 16b）およ 自 の の （15a） しくは 分（15b）を ン する

を有す＞という意味になると言 る。 

 、er の が されないタイプ 自動詞は、対 する他動詞［-asu］に er を

した［-as-er-u］にすると＜ ＞およ ＜使役＞の意味になる。 

 

  タイプ    自動詞［-u］             他動詞［-asu］ 

        「 く」kawak-u          「 かす」kawak-as-u 

        「 る」her-u            「 らす」her-as-u  

                             

       *「 ける」kawak-er-u         「 か る」kawak-as-er-u 

       *「 れる」her-er-u          「 ら る」her-as-er-u 

 

 このようにタイプ 自動詞は er の の という点で なった性 を持つ動詞が ま

れていることになるの が、この点については を て考察することとし、本 では現

の にと ておく。 

 

-asu  

 タイプ と の他動詞はい れ ［-asu］である。 

 

  タイプ 他動詞：とかす、はがす・ がす、 らす、出す、 かす、 がす、 や 

          す、蒸らす 関 らす 

  タイプ 他動詞：動かす、 かす、 らす、 す、 らす、 らす 

         関 らす 

 

 タイプ 他動詞は、2.1.3.において＜対 の変形・変 ・ の変化を さ るた に

・補助する かけ＞の意味を持つと した。タイプ 他動詞を見ると、い れ

この意味を有しているように見られることから、タイプ と の他動詞間に する意味 

                

      

        
      

      

        
    
＜ ＞ 
＜使役＞ 
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には大 な は認 られないと れる。 

 

 

 表 において本 で対 とする動詞タイプの 表を たが、ここまでの考察よ タ

イプ には専 の動詞 （タイプ 専 ）の他に、タイプ との関 が認 られる

タイプ 関 、およ タイプ との関 が認 られるタイプ 関 があるこ

とが かった。 

 タイプ 専 には、タイプ 関 の「とける／とく・とかす」「は る／は

・はがす」の 、またタイプ 関 の「 る・ れる／ らす」の１

の が まれる。 

 

タイプ 専  

タイプ ［-e／-(y)asi］（終止形［-eru／-(y)asu］）の動詞  

明ける／明かす＜あく＞、 れる／ らす＜ある＞、 る／ やす＜い ＞、

る／ やす＜こ ＞、 る／ がす＜こ ＞、さ る（ ・ ）／さます＜さ

む＞、 れる／ らす＜ る＞、 る／ やす＜た ＞、 れる／ らす＜た

る＞、出る／出す＜（い） ＞、生 る／生やす＜は ＞、化ける／化かす＜

く＞、はれる（ ・ ）／はらす＜はる＞、 れる／ らす＜ る＞、 る／ や

す＜ひ ＞、増 る／増やす＜ ＞、 ける／ かす＜まく＞、蒸れる／蒸らす＜

＞、 る／ やす＜ ＞ 

 

 タイプ 専 には、たと 「明ける／明かす」には「あく」、「 れる／ らす」

には「ある」のように、現 形とは なる古形が した（上記 ス の＜ ＞ ）。こ

れらの古形は、現 では使 れない のの、 化されて 動詞に影 を ていると考

られる。そこで、これらの古形を て ると、下二段活用の自動詞の のが多いこと

が かった（上記 ス ＜ ＞で下 の語［*26］）。つま 、下二段活用終止形［-u］の自動

詞が に下 段化して［-eru］になったという過程が で るのである［*27］。 

 タイプ 関 は［-u］は他動詞であ 、［-eru］は自動詞であった（とける／と

く、は る／は ）。 、タイプ 関 は［-u］ ［-eru］ 自動詞であった（

る・ れる（／ らす））。とすると、タイプ 専 はタイプ 関 と い関係

性、すな 自動詞［-u］から自動詞［-eru］を派生した語が多いと考 られるのである。

これは、2.2.2 においてタイプ 関 「 る・ れる／ らす」の「 る」が「 れ

る」に て使用 が い点を したが、このことは いては「 る」の 、すな

「 れる／ らす」の の （ タイプ ）の に つながっていると 言 る。

これは、まさしくタイプ 専 の成 過程と を にする のと れる。 

 上を ま 、タイプ に まれる三 の下 類の は 下のようにまと られる。 

 (a) タイプ 関  

   タイプ の他動詞形（古形と 形）を基本形として、タイプ の自動詞と他動詞を 

  派生さ た の。タイプ 自動詞とタイプ 自動詞は 形である。 

 

 (b) タイプ 専  

   古形（多くは自動詞）を基本形として、現 の自動詞と他動詞を派生さ た の。 

 

 (c) タイプ 関  

   タイプ の自動詞形（古形と 形）を基本形として、タイプ の自動詞と他動詞を 

  派生さ た の。タイプ 他動詞とタイプ 他動詞は 形である。 

 

 表 では、 太 で った(a)はタイプ 関 を、 太 で った(c)はタイプ

関 を、そしてそれらの間に まれた(b)はタイプ 専 を示している。ま

た、 の いた スはそこが基本形であることを示している。 

 なお、2.1.1 や 2.2.3.1 においてタイプ の基本形を自動詞と したが、表 よ 、古

形の が 化されている （タイプ b）と古形が他のタイプの他動詞形 しくは

自動詞形として っている （タイプ a,c）があること かった。た し、これらの

古形は自動詞としての用法を持っていたこと、およ 現 において「 け ス／ かし

ス」のように自動詞形の が いことな から、現 形におけるタイプ の基本形は自動

詞と見なすことにしたい［*28］。 

 

 

 本 では、有対自他動詞のう 活用形に 性が認 られるタイプ ・ ・ 、すな  

  

取れる、焼ける、破れる 取る、焼く、破る とる、やく、やぶる

とく、はぐ

とかす、はがす

焦げる、出る、冷える 焦がす、出す、冷やす こぐ、 、ひ

れる

る

乾く、飛ぶ、減る 乾かす、飛ばす、減らす かわく、とぶ、 る

④

-e
(-eru)

-i
(-u)

とける、はげる とく、はぐ

⑤

-asi
(-asu)

らす る

⑧
-i
(-u)

(a)

(c)

(b)
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 (a) タイプ 関  

   タイプ の他動詞形（古形と 形）を基本形として、タイプ の自動詞と他動詞を 

  派生さ た の。タイプ 自動詞とタイプ 自動詞は 形である。 

 

 (b) タイプ 専  

   古形（多くは自動詞）を基本形として、現 の自動詞と他動詞を派生さ た の。 

 

 (c) タイプ 関  

   タイプ の自動詞形（古形と 形）を基本形として、タイプ の自動詞と他動詞を 

  派生さ た の。タイプ 他動詞とタイプ 他動詞は 形である。 

 

 表 では、 太 で った(a)はタイプ 関 を、 太 で った(c)はタイプ

関 を、そしてそれらの間に まれた(b)はタイプ 専 を示している。ま

た、 の いた スはそこが基本形であることを示している。 

 なお、2.1.1 や 2.2.3.1 においてタイプ の基本形を自動詞と したが、表 よ 、古

形の が 化されている （タイプ b）と古形が他のタイプの他動詞形 しくは

自動詞形として っている （タイプ a,c）があること かった。た し、これらの

古形は自動詞としての用法を持っていたこと、およ 現 において「 け ス／ かし

ス」のように自動詞形の が いことな から、現 形におけるタイプ の基本形は自動

詞と見なすことにしたい［*28］。 

 

 

 本 では、有対自他動詞のう 活用形に 性が認 られるタイプ ・ ・ 、すな  

  

取れる、焼ける、破れる 取る、焼く、破る とる、やく、やぶる

とく、はぐ

とかす、はがす

焦げる、出る、冷える 焦がす、出す、冷やす こぐ、 、ひ

れる

る

乾く、飛ぶ、減る 乾かす、飛ばす、減らす かわく、とぶ、 る

④

-e
(-eru)

-i
(-u)

とける、はげる とく、はぐ

⑤

-asi
(-asu)

らす る

⑧
-i
(-u)

(a)

(c)

(b)
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自動詞 用形が［-e］（終止形［-eru］）で するタイプ と 、およ 他動詞 用形が

［-asi］（終止形［-asu］）で するタイプ と を中心に、それ れの について考察

した。 

 本文中で 考察し れなかった点や別 に ら るを ない点について言及はしたが、

その他に 、 うしてタイプ 専 の古形は ら に、自動詞［-eru］や他動詞 

［-asu］に って代 られたのかな について 考察を る がある ろう。 

 

 

 *1 本 では、 ／ の に自動詞、 に他動詞を表示する。 
 *2 の語はタイプ 関 （2.1.2 ）を、タイプ の二 の語はタイプ  

  関 （2.2.2 ）を表 す。 

 *3 ここに たタイプ の動詞 は、小池（2018）で 示した と がある。そ 

  の点については 2.2.1 で述 る。 

 *4 有対自他動詞には基本形と派生形があ 、基本形に辞的成分が されることによっ 

  て派生形が形成されると考 る。 、派生形に 基本形は語形が い点に イン 

  がある。また、このことは基本形の が古い語形であるということ 意味している 

  （鈴木 1972、島田 1979、小池 2018 2019 ）。 

 *5 「 る、知る、つる（ ・ ）」な に ＜ 的影 による（表 的な）変形性＞を 

  認 ることについては、小池（2018）を のこと。 

 *6 タイプ の「出る」は、「 が出る」な の自動詞用法の であ 、他動詞「出 

  す」と になる に る。よって、「 を出る」のような他動詞用法の「出る」 

  は対 とする。 

 *7 影山（1996：181）には、「 る／ 」に関して下記の記述が見られる。 
 「は る」は-eru という形 が いているに ら 、現代日本語では、他動

詞から派生されたのではなく、 と と自 生を意味する 対 動詞として認

されなけれ ならない。形 的、 史的には「は る」の他動詞は「は 」 ろう

が、「* ン をは 」とは言 、 に「木の をは 」に対 する意味で「*木
の がは る」と言 ないことから 、現代語では「は 」と「は る」は別 の

動詞と考 ならない。 
  しかし、「 、 、生 が る／を な のように自他で対 している  

  あることから、影山の「 」と「 る」を有対自他動詞と見なさないことは 

  しがたい。 

 *8 タイプ 他動詞「 く」は 意 的な で用いられる ある （太郎が）  

  の を く。 

 *9 『 辞  版』、『明 国語辞典 二版』の「かかす（ かす）」の語 よ 。 
*10 タイプ 他動詞「 がす」は、タイプ ［-reru／-su］において「 がれる／ がす」 

  の を成す。その点で 関 と言 る。 
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*11 影山（1996：195）では as と に os されているが、本 には 接関係しないた 

  os については省 する。 

*12 は、影山（1996：195）で られた例に本研究で するタイプを補記した 

  のである。影山（1996）での e は本研究における［-eru］（タイプ 他動詞）に  

  する。 

*13 影山（1996：195）では「 れる／ らす」を有対自他動詞の と考 ているよう 

  であるが、本 ではこの見 を らない。本 における他動詞［-asu］形と使役 

  ［-asu］形の いについては 2.2.1 で述 る。 

*14 影山（1996：196）では「 」とよ 、「意 的な動作 」を すとある。また、 

  「 （ 間）」という表示 見られる（p.198）。 

*15 「 らす」 、「 を らす」のように、 を いて を生じさ る が「  

  」したことを表 していると言 る。 

*16 タイプ 他動詞 他動詞終止形に［-u］を持つ―か す、 す、 、はさむな ― 

  が、これは＜ 的影 による対 の の変化＞を表 すが、対 自 の変形や変  

  を する けではない点で、タイプ 他動詞［-u］と なる。 

*17 早津（2016：4）の「使役動詞」に する。 

*18 寺村（1982：317） 。なお、吉田（1971：101）には、明治 の小 の用例 

  を ま 、＜使役＞の「す」は関西的であ 、「 る」は 的であるとの が見 

  られる。 

*19 言うまで なく、「 ることがで る」を用いて 表現になる。 

*20 『日本語文法大辞典』（ 下「文法辞典」と表示する）「 れる・ らす」の 、小島 

  子 ：801-802 

*21 ＜ は よ は の が使 れやすいのではないかという の 省を示す。 

  これは が し 自 であるということを意味しない。 自 と した  

  は を した。なお、例 は の 省に基 く であ 、 によっては使 
  用 言の影 な によ が変 る があること 分に考 られる。 
*22 接辞 er の性 およ 終止形［-u］に接辞 er が する過程については、小池（2019） 

  を 。また、影山（1996）の 4.2 のこと。 

*23 影山（1996：184）は、自動詞化接辞-e-で派生される自動詞（本 でのタイプ とタ 

  イプ の自動詞［-eru］に する）は 語の 動詞と 対 しているという。 

  また、このタイプの自動詞は「 使役化 anti-causativization」の作用によ 他動詞よ  

  変 されるとする。 

*24 タイプ 関 の「 れる」は「 る」に が しているが、その意味は＜  

  ＞ではない点で、タイプ 自動詞の 形とは性 が なっていると言 る。 
*25 「 る」には＜使役＞ 認 られる。 

*26 日国や文法辞典によると、タイプ 専 のう 「あく（明く）」や「たる（  
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  る）」は自他両用であった。また、「蒸れる／蒸らす」については、日国には古形の表 

  示がなく、文法辞典では古形として「むる」を表示しているが、それに関する例や言 

  及はない。文法辞典には、「蒸れる／蒸らす」は現代になってから多く用いられるよ 

  うになった旨の記述が見られる（p.775）。 

*27 四段活用と下二段活用の派生関係については、青木（2010：1-66）に詳細な考察があ 

  る。 

*28 この点、小池（2019）で分析したタイプ②と似た構造を持つことに留意されたい。 
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